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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月2日(2016.6.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書に含まれる複数ページにおける各ページとリファレンスページとを比較することで
、各ページの記載日時を推定する手段と、
　前記文書に含まれる複数ページの中の対象とするページの記載日時を、当該対象とする
ページを除く他のページの記載日時に基づいて推定する推定手段とを有することを特徴と
する装置。
【請求項２】
　前記推定手段は、
　前記推定手段で推定された記載日時に対する自信度が高いページの記載日時に基づいて
、前記対象とするページの記載日時を推定することを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記推定手段は、
　前記対象とするページの前記推定された記載日時の自信度が低い場合に、当該記載日時
を他のページの記載日時に基づいて推定することを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記文書におけるページの切り替わりの発生を判断する判断手段をさらに有し、
　前記判断手段は、
　前記文書からページを検出した状態から、当該文書から別のページを検出した状態に遷
移した場合に、ページの切り替わりが発生したと判断することを特徴とする請求項１乃至
３の何れか１項に記載の装置。
【請求項５】
　文書に含まれる複数ページにおける各ページとリファレンスページとを比較することで
、各ページの記載日時を推定する工程と、
　前記文書に含まれる複数ページの中の対象とするページの記載日時を、当該対象とする
ページを除く他のページの記載日時に基づいて推定する推定工程とを有することを特徴と
する装置の制御方法。
【請求項６】
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　前記推定工程は、
　前記推定工程で推定された記載日時に対する自信度が高いページの記載日時に基づいて
、前記対象とするページの記載日時を推定することを特徴とする請求項５に記載の装置の
制御方法。
【請求項７】
　前記推定工程は、
　前記対象とするページの前記推定された記載日時の自信度が低い場合に、当該記載日時
を他のページの記載日時に基づいて推定することを特徴とする請求項５に記載の装置の制
御方法。
【請求項８】
　前記文書におけるページの切り替わりの発生を判断する判断工程をさらに有し、
　前記判断工程は、
　前記文書からページを検出した状態から、当該文書から別のページを検出した状態に遷
移した場合に、ページの切り替わりが発生したと判断することを特徴とする請求項５乃至
７の何れか１項に記載の装置の制御方法。
【請求項９】
　請求項５乃至８の何れか１項に記載の装置の制御方法をコンピュータに実行させるため
のプログラム。


	header
	written-amendment

